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「
川

の
あ

る
ま

ち
」

第
３

０
号
 

大
相
模

大
相
模

大
相
模

大
相
模
のの のの
不
動
尊

不
動
尊

不
動
尊

不
動
尊
（（ （（
大
聖
寺

大
聖
寺

大
聖
寺

大
聖
寺
）） ））
とと とと
不
動
道

不
動
道

不
動
道

不
動
道
 

加
 
藤
 
幸
 
一
 

[ 大
相
模
不
動
尊

大
相
模
不
動
尊

大
相
模
不
動
尊

大
相
模
不
動
尊
はは はは
関
東
三
大
不
動

関
東
三
大
不
動

関
東
三
大
不
動

関
東
三
大
不
動
のの のの
一一 一一
つつ つつ
] 

越
谷

市
内

に
は

、
昔

か
ら

有
名

な
「

大
相

模
の

不
動

尊
」（

大
聖
寺

）

が
あ

る
。
地

元
及

び
そ

の
周

辺
で

は
成

田
の

不
動

、
加

須
の

不
動

と
と

も
に
「

関
東

の
三

大
不

動
」
の

一
つ

と
も

い
わ

れ
た

こ
と

が
あ
り

、
多

く
の

参
詣

客
で

賑
わ

っ
た

寺
院

で
あ

る
。
 

[ 広
範
囲

広
範
囲

広
範
囲

広
範
囲
なな なな
信
仰
圏

信
仰
圏

信
仰
圏

信
仰
圏
をを をを
持持 持持
つつ つつ
不
動
尊

不
動
尊

不
動
尊

不
動
尊
] 

大
聖

寺
に

あ
る

天
保

六
年
（

一
八

三
五

）
に

造
立

さ
れ
た
「

百
庚
申
」

の
百

基
の

庚
申

塔
を

見
る

と
、

次
の

こ
と

が
わ

か
っ

た
。
 

こ
こ

に
刻

ま
れ

た
信

仰
心

の
厚

か
っ

た
石

塔
奉

納
者

の
出

身
地

に

よ
れ

ば
、
次

の
と

お
り

で
あ

る
（

越
谷

市
内

の
村

々
は

、
周

知
の

こ
と

と
思

う
の

で
こ

こ
で

は
除

く
）
。
 

北
は

、
永

沼
村

、
水

角
村

（
以

上
、

旧
・

庄
和

町
）
、

新
方

袋
村

、

銚
子

口
村

、
中

野
村

、
大

場
村

（
以

上
、

春
日

部
市

）
。
 

東
は

、
魚

沼
村

、
金

杉
村

、
松

伏
村
（

以
上

、
松

伏
町
）
、
今

上
村

、

上
内

川
村

、
中

井
村

、
川

野
村

（
以

上
、

吉
川

市
）
、

平
方

新
田

（
流

山
市

）
。
 

南
は

、
深

川
、

本
所

（
以

上
、

東
京

）
、

草
加

宿
（

草
加

市
）
。
 

西
は

、
佐

藤
村

、
戸

塚
村

（
以

上
、

川
口

市
）
、

深
作

村
、

内
野

村

（
以

上
、

大
宮

市
）
、

南
部

寺
山

村
、

玄
番

新
田

（
以

上
、

旧
・

浦
和

市
）
、

尾
ケ

崎
村

、
村

国
村

、
横

根
村

、
谷

下
村

（
以

上
、

旧
・

岩
槻

市
）
。
 

ま
た

、
蒲

生
の
日

光
街

道
（
茶

屋
通
り

）
沿

い
や

越
ケ

谷
宿
新

町
と

瓦
曽

根
村
と

の
境
の
日

光
街

道
沿

い
（

現
在
は

日
光

街
道

よ
り
少
し

離

れ
た

東
に
移

転
）
に

あ
る

不
動
道

へ
入
口

に
は

、
そ

れ
ぞ
れ

、
江

戸
新

乗
物

町
( 現

・
中

央
区

日
本

橋
堀

留
町

一
丁

目
）

の
人

々
が

造
立

し
た

立
派

な
不
動

明
王
像
付

き
の

道
し

る
べ
の
石

塔
が

あ
る

。
 

以
上

の
よ
う

に
、
江
戸

時
代

の
大
相

模
の
不

動
尊

は
江
戸

の
町
を
含

む
広

範
囲

の
地

域
か

ら
の

多
く

の
参

拝
客

で
賑

わ
っ

た
で

あ
ろ

う
こ

と
が

推
測
で

き
る
。
 

[ 今今 今今
は
な
き

は
な
き

は
な
き

は
な
き
不
動
道

不
動
道

不
動
道

不
動
道
] 

こ
の

大
相
模

の
不
動

尊
に

通
じ
る

道
が
「
不

動
道

」（
ふ

ど
う

み
ち

）

と
呼

ば
れ
て

い
た
の

で
あ

る
。
 

主
な

不
動
道

を
四

つ
あ

げ
る

と
次

の
と
お
り

で
あ

る
。
 

（（ （（
一一 一一
）） ））
旧
日
光
街
道

旧
日
光
街
道

旧
日
光
街
道

旧
日
光
街
道
のの のの
蒲
生

蒲
生

蒲
生

蒲
生
のの のの
茶
屋
通

茶
屋
通

茶
屋
通

茶
屋
通
り
か
ら

り
か
ら

り
か
ら

り
か
ら
始始 始始
ま
る

ま
る

ま
る

ま
る
不
動
道

不
動
道

不
動
道

不
動
道
 

 
蒲

生
の

茶
屋

通
り

に
「

是
よ

り
大

さ
か

ミ
（

大
相

模
）

道
」
（

不
動

道
）

と
記
さ

れ
た
道
し

る
べ

が
あ

る
。
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        江
戸

の
新

乗
物

町
（

日
本

橋
）

の
人

た
ち

が
建

て
た

も
の

で
あ

る
。

江
戸

の
参

詣
客

に
と

っ
て

も
よ

く
利

用
さ

れ
た

不
動

の
入

口
だ

っ
た

の
で

あ
ろ

う
。
こ

の
地

点
か

ら
不

動
道

が
始

ま
っ

て
い

る
。
蒲
生

の
光

明
院

や
登

戸
の

報
土

院
を

通
る

道
筋

で
あ

る
。
 

茶
屋

通
り

は
草

加
宿

と
越

ケ
谷

宿
と

の
間

に
あ

る
立
て

場
（

旅
人
の

休
憩

所
）
と

し
て

発
達

し
た

町
で

、
江

戸
方

面
か

ら
の

参
詣
客
や

綾
瀬

川
に

平
行

し
て

流
れ

て
い

る
新

川
沿

い
の

岩
槻

道
を

通
っ

て
や

っ
て

来
る

参
詣

客
が

、
こ

こ
で
最
後

の
一

休
み

を
し

て
か

ら
不

動
尊
に
向

か

っ
た

の
で

あ
ろ

う
。
 

入
口

か
ら

道
な

り
に
行

く
と

蒲
生

の
光

明
院

の
前

を
通

る
。
さ
ら
に

北
進
す

る
と
県

道
（
柿
ノ
木

町
・
蒲

生
線

）
に
突

き
当

た
る

が
、
そ

の

少
し
手
前
で
「

茶
稲
荷
」
と

呼
ば

れ
て

い
る
稲
荷
社

の
西
側

を
通
り
( 現

在
、

名
残

と
し

て
の
小

さ
な
排

水
路

の
み

が
あ

る
) 、

現
在

の
県

道
を

横
断

し
て

蒲
生

三
の

一
六

の
一

四
の
植
竹
家

の
西
側

を
北

に
進

む
。
 

植
竹
家
敷

地
内

に
は

、
越

谷
市

内
で
最

も
古

い
道

し
る

べ
が

あ
る

。

不
動

尊
の
道

し
る
べ
で

あ
る

。
そ
の
後

道
な

り
に

北
上

し
て

登
戸

の
報

土
院

の
前

を
通

っ
て
北

に
進

む
。
 

 

               し
か

し
、
登
戸

宮
前

通
り

の
手
前

の
産
業
道
路

あ
た

り
か

ら
葛

西
用

水
に
架

か
る

西
方
村
の

流
橋

ま
で

の
不

動
道

は
、
残
念
な

が
ら
失

わ
れ

て
い

る
。
失

わ
れ

た
不
動

道
は

、
登
戸

の
稲
荷
神
社

の
東
側

を
通
っ

て
、

葛
西

用
水

の
左
岸

沿
い

に
北
進

し
て

流
橋

に
至

っ
た

と
推
定

で
き

る
。
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旧
・
流

橋
か

ら
不

動
尊

ま
で

の
不

動
道

は
今

も
残

っ
て

い
る
。
こ

こ

で
言

う
旧
・
流

橋
は

、
現

在
の

流
橋

の
少

し
上

流
に
架

か
る

人
が
通

れ

る
程

の
橋

を
さ
す

。
こ

の
橋

は
、
現

在
、
通
行
禁
止
と

な
っ
て
残

さ
れ

て
い

る
。
 

                

さ
ら

に
進

み
、
閻
魔
堂

橋
を
渡

り
、

八
条

用
水

に
沿

っ
て

東
進

し
、

す
ぐ

北
進
す

る
と

、
不

動
尊

に
通

じ
る

。
不

動
尊

に
通

じ
る
道
の
両
側

は
か

つ
て

の
門
前
町

を
形

成
し

て
い

た
。
 

                       

葛西用水に架かる葛西用水に架かる葛西用水に架かる葛西用水に架かる旧旧旧旧「流橋」「流橋」「流橋」「流橋」（ながればし） 
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（（ （（
二二 二二
）） ））
旧旧 旧旧
日
光
街
道

日
光
街
道

日
光
街
道

日
光
街
道
のの のの
登
戸

登
戸

登
戸

登
戸
のの のの
三
軒
茶
屋

三
軒
茶
屋

三
軒
茶
屋

三
軒
茶
屋
か
ら

か
ら

か
ら

か
ら
始始 始始
ま
る

ま
る

ま
る

ま
る
不
動
道

不
動
道

不
動
道

不
動
道
 

 
三
軒

茶
屋

と
は
、
現

在
の

南
越

谷
駅

周
辺

で
あ

る
。
登
戸

宮
前

通
り

と
日

光
街

道
と

の
交

わ
っ

た
角

地
の

南
側

に
「

大
さ

が
み

ふ
ど

う
そ

ん
」
と
記

さ
れ
た

道
し

る
べ

の
石

塔
が

あ
っ

た
が
、
向

か
い
側

の
常
陽

銀
行
側

の
角

地
に
移
る

。
さ

ら
に
大

聖
寺
の

境
内

の
東
門

通
り

に
移

転

し
て

き
た
。
最
終
的
な

現
在

の
場

所
、
東
門

の
外

へ
の

移
転
は
、
平

成

十
六

年
七
月

で
あ
る

。
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し
か

し
、
本
来

の
設
置

場
所

は
、
現

在
の

南
越

谷
駅

北
東

の
日
光

街

道
の

東
側
路
傍

に
あ

っ
た

と
推
定

で
き

る
。
そ

こ
が

日
光

街
道
か
ら

不

動
尊

へ
通

じ
る

入
口

で
あ

っ
た

の
で

あ
る

。
そ

の
不

動
道

入
口
の
反
対

側
の

西
側
路
傍

に
は

、
現

在
二
等

水
準

点
が
置

か
れ

て
い

る
。
不

動
道

入
口

か
ら

南
の

方
に

「
立

て
場

」
と

呼
ば

れ
た

屋
号

の
家

が
あ

っ
た

。

現
在

の
新

越
谷
駅
交
差

点
の

東
側
路
傍
で

あ
る

。
不

動
尊

の
参
詣
客

は
、

こ
の

立
て

場
で
最
後
の

一
服

を
し

て
、
不

動
尊

に
向

か
っ

た
で
あ
ろ

う
。
 

こ
の

不
動

道
は

、
旧
・
流

橋
（

現
在

の
流

橋
の
す
ぐ
上

流
に
架

か
る

使
用
禁
止

の
橋

）
ま

で
続

い
て

い
た

が
、

現
在

は
す

べ
て
失

わ
れ

て
、

名
残

は
全

く
な

い
。
し

か
し
、
そ

の
道

筋
は

明
治
十
三

年
測
量

の
迅
速

測
図

に
は

、
は

っ
き

り
と
描

か
れ

て
い

る
。
 

（（ （（
三三 三三
）） ））
増
林

増
林

増
林

増
林
のの のの
古
利
根
川

古
利
根
川

古
利
根
川

古
利
根
川
「「 「「
ば
ば

ば
ば

ば
ば

ば
ば
渡渡 渡渡
しし しし
」」 」」
か
ら

か
ら

か
ら

か
ら
始始 始始
ま
る

ま
る

ま
る

ま
る
不
動
道

不
動
道

不
動
道

不
動
道
 

 
千

代
田

橋
（

旧
称

、
二

子
曽

根
橋

・
ふ

た
ご

ぞ
ね

ば
し

）
そ

ば
に

、

「
ば
ゝ

わ
た

し
道

」（
古

利
根

川
に

あ
っ

た
「

ば
ば
渡

し
」
）
と
「
ふ

ど

ふ
ミ

ち
」（

不
動

道
）
と

の
文
字

が
刻

ま
れ

て
い

る
道

し
る

べ
が
あ
る

。

ば
ば
渡

し
か

ら
二

子
曽

根
橋

を
渡

っ
て

元
荒

川
に

通
じ

る
道

で
あ

る
。
 

「
ば

ば
渡

し
」
は
増
林
村

と
対
岸
の

上
赤

岩
村

を
結
ぶ
古

利
根
川
の

渡
し

場
で

あ
る

。「
ば

ば
渡

し
」
の
「

ば
ば

」
は

、
耳

で
聞

く
と
「
婆

」

を
連
想
す

る
。

そ
の

た
め

か
、
「
婆

さ
ん

が
渡

し
場

に
い

た
か

ら
」

と

の
言

い
伝
え

が
あ

る
が

、
も
と

も
と

は
「
馬

場
」
と

い
う
意
味

だ
っ

た

の
で

あ
ろ

う
。
単

に
「
渡

し
場

」
、
あ

る
い

は
地

元
が

中
組

な
の
で
「

中

組
の
渡

し
場

」
と

も
い

う
。
こ

の
渡

し
は

、
戦
後
の
カ
ス
リ
ン
台
風

が

襲
っ

た
昭

和
二
十
二
年
頃

ま
で
行

わ
れ

て
い

た
。
こ

の
渡

し
か
ら
南
進

し
不

動
尊
に

通
じ

る
不

動
道

が
あ

っ
た
が

、
現

在
は
ほ

と
ん

ど
が
失

わ

れ
て

い
る
。
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こ
の

石
塔

に
刻

ま
れ

て
い

る
『

橋
向
左

ば
ゝ

わ
た

し
（

橋
向

こ
う
左

、

ば
ば
渡

し
）
道
』
と

は
、
二
子

曽
根

橋
の
向

こ
う

の
道

が
古

利
根

川
に

あ
る

「
ば

ば
渡

し
」

に
通

じ
る

道
を
示
す

。
一

方
、
『
向

ふ
ど

ふ
ミ

ち

（
向

こ
う

、
不

動
道

）
』

と
は

、
こ

の
橋

を
渡

ら
ず

に
南

に
向

か
う

道

が
不

動
尊

に
通

じ
る

道
を
示
す

。
今

も
そ

の
名
残

の
道

が
一

部
に
あ

る
。

こ
の

不
動

道
を

道
な

り
に
行

く
と
突

き
当

た
る

。
こ

の
丁
字
路

を
右

に

曲
が

っ
て

西
に
向

か
い

、
元
荒

川
に
着

く
。
 

昭
和

三
十

一
年

に
不

動
橋

が
架

か
る

ま
で

は
「

不
動

の
渡

し
」（

現
、

不
動

橋
の

上
流

）
が

あ
っ

た
。
不

動
の
渡

し
の

所
に

は
、
臨

時
の

橋
を

設
け

る
こ

と
が

あ
っ

た
。

こ
れ

を
「
御
鷹
野

橋
」

と
呼
ん

で
い
た

。
 

渡
ら
ず

に
東

に
向

か
う

と
、
森

西
川
（

も
り

に
し

か
わ

、
増
森

村
西

川
）

や
吉

川
に

通
じ

る
。
 

 （（ （（
四四 四四
）） ））
旧旧 旧旧
日
光
街
道

日
光
街
道

日
光
街
道

日
光
街
道
のの のの
越越 越越
ケケ ケケ
谷谷 谷谷
とと とと
瓦
曽
根

瓦
曽
根

瓦
曽
根

瓦
曽
根
と
の

と
の

と
の

と
の
境境 境境
か
ら

か
ら

か
ら

か
ら
始始 始始
ま
る

ま
る

ま
る

ま
る
不
動
道

不
動
道

不
動
道

不
動
道
 

 
日

光
街

道
の

越
ケ

谷
宿

の
新

町
と

瓦
曽

根
村

と
の

境
の
路
傍

に
、

「
是

よ
り

大
さ

か
ミ

（
大

相
模

）
道

」
（

不
動

道
）

と
記

さ
れ

た
道

し

る
べ

の
石

塔
が

あ
る

。
現

在
は

、
日

光
街

道
よ

り
東

の
方

に
引

っ
込
ん

で
い

る
。
茶

屋
通

り
の

道
し

る
べ

と
同
様
に

、
江

戸
の

新
乗

物
町
（

現
、

日
本

橋
）

の
人

た
ち

が
建

て
た

も
の

で
あ

る
。
 

こ
の

地
点

か
ら

不
動

道
が

始
ま

っ
て

い
る

。
こ

れ
よ

り
日

光
街
道
か

ら
分

か
れ

て
瓦

曽
根
溜

井
に
進

み
、
次

は
瓦

曽
根
溜

井
や

元
荒

川
に

沿

っ
た

土
手

道
を

東
に

ど
こ

ま
で

も
進

む
と

、
不

動
尊

の
裏
側
（
元
荒

川

側
）

に
着

く
の

で
あ

る
。
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中
町

中
町

中
町

中
町
のの のの
箕
輪
家
所
蔵

箕
輪
家
所
蔵

箕
輪
家
所
蔵

箕
輪
家
所
蔵
のの のの
道道 道道
し
る
べ

し
る
べ

し
る
べ

し
る
べ
    

 
越

谷
市

中
町

八
―
二
〇

の
箕
輪
家
邸
内

に
は

、
庚

申
塔

を
兼
ね

た
道

し
る

べ
が

あ
る

。
も

と
も

と
は

、
越

谷
市
役

所
（

か
つ

て
の

元
荒

川
の

河
川
敷

）
の

西
側

に
あ

る
土
手

道
の

通
り

の
観
音

横
丁
側

に
あ
っ
た

と

思
わ

れ
る

。
現

在
は

、
そ

の
反
対
側

に
は
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

が
あ

る
。
 

こ
の

道
し

る
べ

の
正

面
に

は
、
「
萬
延

元
庚

申
歳
十

一
月

建
之

、
庚

申
塔

」
と

刻
ま

れ
て

い
る

。
向

か
っ

て
右
側

の
側

面
に

は
、
「
此

方
、

の
た
（

野
田

）・
ほ

う
し
ゆ

は
な
（
宝
珠
花
）
道

」
、
向

か
っ

て
左
側

面

に
は

、
「
此

方
、

大
さ

が
み

（
大

相
模

）
・

よ
し

川
（

吉
川

）
、

な
り

た

（
成

田
）
」

と
刻

ま
れ

て
い

る
。

 

             

土
手

道
に
沿

っ
て
東
に
向

か
え

ば
、
大

相
模
の

不
動

尊
や

さ
ら
に
吉

川
を

通
っ

て
成

田
不

動
尊

へ
と
行
け

る
こ

と
を
示

し
て

い
る

の
で

あ

る
。
歴
史
的
価
値

の
あ

る
貴
重

な
石
仏

と
い
え

よ
う

。
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